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Abstract
The apphcation to the Field of Po、ver el ctronics is one of the mOst important among them
and the special attention to developing and establishing the lnethod to obtain、vires froHi oxide
materialsヽvith high current density is paid
監 禽 群 ご群 畿 難 部 尊 轄 撻 著 軽 寵 垂 轟 醍 盈 壷
deteriorated the superconductiong properties  ln order to ehaiinate the generation of cracks,
the conditions of heat treatment,forrnation process and so on邪〆ere investigated in deta■  As
the results,the improved crack―free supe conducting tapesヽVith magenetization intensiy ツ〃=
-235emu/g,Tc=97 K and Jc=22×104A/cm2(by Bean―London Model),Hcl=101 0e were
obtained
1.まえ が き
高温超伝導体は多くの種類が発見され,臨界
温度が液体窒素を超える酸化物系高温超伝導材
料の研究が活発に行なわれている。理論的・基
礎的研究および線材化のための研究開発と並ん
で,さまざまな分野への応用も検討されている。
電力輸送や強磁界発生などの分野でも実用化
を目的とした線材化技術の開発が,盛んに行な
われている。現在,線材化技術のなかでは,高
電流密度化が最大の課題とされている。
酸化物超伝導体の液体窒素温度における臨界
電流密度Jcは,応用に供するためには,104
～105A/cm2以上の値が必要である。単結晶や
酉己向した薄膜ではこの値を超えているものがあ
るが,バルクの多結晶体や線材においてはこの
値を超えた報告はまだなされていない。その原
因としては,高温超伝導体の結晶粒が超伝導の
弱い結合状態にあり,僅かの外部磁界によって
粒界部分の超伝導が破壊されることが原因であ
ると考えられている。超伝導線材の実用化のた
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